
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和7年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○自ら学び続ける児童の育成につなが
る国語科・算数科の授業づくり

○児童アンケートにおいて肯定的に回
答する児童の割合を80％以上にするこ
とを目指す。

・ノートの取り方、振り返りの仕方、有田っ子
スタイルを確認し、児童に身につけさせたい
力をはっきりさせ、身についた姿（振り返り）
をイメージした授業づくりを探る。
・国語科部会、算数科部会で方向性を定
め、それぞれの部会で授業づくりや環境整
備等について探る。

A

・授業に対して、児童アンケートの肯定的な回答は、９
０．７％であった。分かる授業に努めていることにつな
がっている。授業のふり返りは、84.5％であるため、授
業に生かすふり返りをしっかり行っていかなければなら
ない。
・国語科では、単元を貫く問いを設定して掲示したり、
算数科では学習用語を掲示したり等の取り組みを全校
で行うようにしている。

A

・授業に対して児童の肯定的な回答は、９０．７％で
あった。分かる授業が継続的に行われている。授業の
ふり返りも８４．５％で、継続して授業に生かすふり返り
がしっかり維持されていることがわかる。
・校内研究を通して、各専門部の取り組みを授業に生
かすことができ、授業の分かりやすさにつなげることが
できている。

A

・校内研究の成果が授業に生かされ、子ども
たちの学力が伸びているのは素晴らしいこ
と。
・子どもたちの「もっと学びたい」という意欲の
向上のためにも、今後も継続してほしい。

研究主任
学力向上CO

●児童が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や
正義感、感動する心など、豊かな心を身
に付ける教育活動

○児童アンケート「学校が楽しいですか」
で、肯定的回答の割合を児童は８０％以
上、保護者アンケート「お子さんは学校
が楽しいと感じていますか」で９０％以上
を目指す。

・ネット上の危険性、ルールやマナーに
ついて授業を行うなど、情報モラル教育
を充実させる。
・児童の実態把握のためのアンケートを
定期的に実施し、児童理解に努める。

A

・職員への人権・同和教育研修会や全校児童が参加し
た平和集会を通して、平和の尊さと自他の尊さを思い
やる心を育むことができた。
・学級の実態に合わせて、動画資料を活用して情報モ
ラル教育に取り組むことができた。
・児童アンケートでは、肯定的回答が89.3％で、目標を
上回っていた。

A

・児童アンケートでは、肯定的回答が８9％、保護
者アンケートでは９7％であり、ほぼ目標と同等で
あった。
・具体的な問題は報告されていないが、潜在的な
気になる行動が存在すると思われる。基本的生活
習慣の乱れや家庭環境などが原因になっている
可能性がある。

A

・子どもたちが自分や友達の命を大切にし、思い
やりをもって過ごせるような取組に保護者として安
心感を覚える。今後も継続してほしい。
・子どもの想像力の低下がいじめなどにつながっ
ていると思うので、そのあたりの取組もしてほし
い。
・スマホによるいじめ問題にも取り組んでほしい。

人権・同和教育担当
情報教育担当

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

〇保護者アンケート「学校はいじめ防止
に向けた取組を適切に実施していると思
いますか」で、肯定的回答の割合を75％
以上にする。

・いじめアンケートや「月のこころ」による児
童の気持ちを真摯に受け止め、早期発見早
期対応を行なう。また、QUテストの結果を分
析しいじめのない学級経営に生かす。
・週に一度の連絡会で「気になる児童」につ
いて共通理解を図る場を設ける。

B

・「月のこころ」では、職員の意識も高まり、適切に実施
することができ児童の早期支援につながった。
・QUテストでは、研修会の中で学年で分析を行うことに
より、担任だけでなく学級経営の在り方を考えることが
でた。
・連絡会では、特に気になる児童のみの情報交換に
なっているため、日頃から職員の会話の中で気にした
い児童の情報交換の必要性を感じた。

B

・いじめアンケートと「月のこころ」を適切に実施し、児童の早
期支援を行なった。
・QUテストを年間2回行うことにより、児童の心の変化を把握
し、教育相談活かすことができた。
・連絡会では時間も多くは取れないため、学級で起こっている
小さなことの共通理解が難しい。全体での共通理解が難しくと
も、学年、管理職、関係職員では耳を傾け共通理解をもって
児童に寄り添った支援が必要である。

B

・「気になる児童」に気を配っていただいている
ことはありがたい。
・相談しやすい雰囲気づくりと仕組みがどのく
らいできているのか、話を聞いてみたい。
・自分から発信する力や信じる力を身に着け
てほしい。

教育相談担当

◎児童が夢や目標を持ち、その実現に
向けて意欲的に取り組もうとするための
教育活動

●「先生や友達はあなたのよいところを
認めてくれていると思う」と回答した児童
80％以上を目指す。
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童80％以上
を目指す。

・学校で「ありがとう郵便」（友達の良い所を
手紙に表し、その手紙をポストに入れ、それ
らを相手に届けること）を実施する。
・児童の実態に応じて、道徳の単元構成を
行う。
・将来への見通しを持つことができるように
キャリアパスポートや学期始めに、将来の夢
や目標を考える時間を設け、キャリアパス
ポートを定期的に活用する。

B

・「先生や友達はあなたのよいところを認めてくれ
ていると思うか」について、「とてもそう思う」に回答
した児童は、48.6％、「だいたいそう思う」に回答し
た児童は38.6％で、肯定的な回答をした児童は
87.2％であった。
・「将来の夢や目標を持っているか」について肯定
的な回答をした児童は65％であった。今後、ありが
とう郵便を人権週間に行い、自分の良さを自覚さ
せることで、将来の目標ができるようにしていく。

B

・ありがとう郵便を実施した結果、普段伝えないことを
伝えたり、友達のいいところを見付けたりする機会にな
り、「先生や友達はあなたのよいところを認めてくれて
いると思うか」について肯定的な回答をする児童が増
えつつあると思う。
・「将来の夢や目標を持っているか」について肯定的な
回答をした児童は65.4％であった。自分の良さを自覚さ
せ、将来の目標を持たせたり、キャリア教育を充実させ
たりしていきたい。

B

・学校運営協議会等を通して、身近な人の成
功体験を伝えることも大切なのでは？
・これからも周りの人のよさも自然と認められ
るような活動を続けてほしい。
・自己肯定感を高められる活動をこれからも
続けてほしい。
・まずは保護者との対話に力を入れてほし
い。

道徳教育担当

●健康・体つくり

❶「運動習慣の改善や定着化」
❷「望ましい生活習慣の形成」

❶授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で４２０分以上の児童６０％
以上。
❷「早寝・早起き・朝ごはん」を奨励し、
朝食摂取率の割合を９０％以上を目指
す。

①授業や学級経営の中で、体を動かす
ことの大切さや楽しさを感じさせたり、昼
休みは外で遊ぶことを促したりして運動
習慣の定着を図る。
②「早寝・早起き・朝ごはん」は心身の健
康に大切なことを常に発信していく。（免
疫力向上）

B

①気候の影響もあり、授業以外の時間で外で体を
動かす時間を確保することができなかった。これか
らの涼しくなる時期にスポーツチャレンジや持久走
週間を設けて運動習慣の定着を図る必要がある。
②朝食を必ず食べている児童は８５％。朝食チェッ
クシートを活用し生活リズムの改善を図った。特に
朝食喫食率が低い学年については学級活動で朝
食指導を実施。食育講話を行い、家庭へも朝食啓
発を行った。

B

・１週間で４２０分以上運動を行ったと回答した児
童は２９％。スポーツチャレンジや持久走週間を設
けたことによって、中休みや昼休みになわとびをす
るなど外に出て運動をする児童が増えた。
・朝食を必ず食べる児童は85％。.昨年度(83%)より
上昇傾向であるが、5年生は91％→86％と減少。
家庭と連携した朝食の習慣化を図りたい。健康に
食事は大切と答えた児童は100％。給食の残食も
１%満たない日も多く食への意識向上がみられる。

B

・生活習慣に関する指導が子どもたちにしっ
かり意識づけされていることを感じる。さらに
家庭との連携を深めてほしい。
・教室でもできる簡単な運動を取り入れてはど
うか？
・遊びの中にたくさん社会性を身に着ける要
素があるので、もっと外で遊んでほしい。

体育主任
保体部
栄養教諭

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1
人当たりの年次休暇の取得日数１４日
以上

・週に一度定時退勤日を設定し、徹底す
る。
・長期休業中を中心に年休取得推進日
を設け、取得の推進を図る。

B

・長期休業中に年休取得推進日を設け、ほぼ全員
が５日以上年次休暇をとることができており、年間
１４日以上の取得にむけて取組めている。
・週に一度の定時退勤日を設定しているが、なか
なか徹底できていない。今後も周知徹底していく必
要がある。

B

・年間１４日以上の年休取得については、約３０％
の職員が取得できておらず、推進十分でなかっ
た。
・一斉の定時退勤日の設定は難しく、一人一人の
意識を高めて時間外在校時間の縮減を図るよう努
めた。

B

・PTAでもそこを意識して取り組めている。
・私生活の充実が子どもたちへの接し方のプ
ラスになると思う。 教頭

●特別支援教育の充実

○配慮を要する児童への支援体制を整
え、全職員で特別支援教育に取り組む
ことができるようにする。

○職員が、支援を要する児童への支援
や指導、合理的配慮を考えたり、実践し
たりする。

・職員研修の実施
・資料や情報の共有
・支援体制の工夫

B
・夏休みに全職員で研修ができた。しかし、資料提供は
１回だけに終わっている。校内支援委員会が十分にで
きておらず、困っている学級の支援ができなかった。 B

・気になる子の情報共有の時間があることで、支援を
要する児童の共通理解をすることができたが、校内支
援委員会が十分にできず、学級の支援や児童への支
援が十分できなかった。

B
・一人一人の特性や困り感を丁寧に把握しよ
うとする姿が感じられるので今後も続けてほし
い。

特別支援CO

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○教員の授業力向上

○若手教員の指導力向上 ○教職１０年未満教員のクラスにおける児
童アンケートで「授業が楽しい」と肯定的回
答の割合を85％以上、保護者アンケートで
「授業を工夫している」の肯定的回答の割合
を80％以上にすることを目指す。

・学年グループを中心として、授業づくりや児
童理解について日頃から連携を図り、相談
し合えるよう、放課後の時間の確保を図る。

A

・若手研修会や学年会を通して、若手同士やベ
テランから学ぶ機会を設けたり、学年チームで
経営することを通して、若手の指導力を向上す
る手立てをとったりした。児童が授業が楽しいと
回答した割合は、90.7％であった。

A

・校内での研修や学年会を通して、若手をベテ
ランがバックアップしたり、初任研授業を通して
若手同士のスキルアップやベテランから学ぶ機
会があり、若手の指導力向上につながった。学
校評価アンケートは、児童、保護者共に数値目
標を上回った。

A

・若手の先生の指導力向上に期待している。
・ベテランから学べる機会があるのが中規模
校ならではの良いところでは？
・もう少し、PTAと交わる場所に出てきてもらい
たい。

主幹教諭
指導教諭

○開かれた学校づくり

○地域と連携した体験活動の推進 ○地域の人材を活用した体験活動を通し
て、地域との連携を進める。
○保護者アンケート「学校の教育方針・内容
を概ね知っている」の肯定的回答の割合を
80％以上にすることを目指す。

・全学年通した焼き物体験を中心に、体験活
動に応じた人材発掘と連携を図る。
・基本ガイド、総会や懇談会等を活用し、学
校の重点目標や取組等について知らせる機
会を設ける。

A

・学校運営協議会と連携して、家庭科や総合
的な学習の時間にサポーターやゲストティー
チャーに来てもらった。地域人材を活用し、充
実した授業を行うことができた。

A

・学校運営協議会と連携して、後期は社会科や
生の生活科の学習のサポートをお願いし、地域
人材を活用した充実した授業を進めることがで
き児童も喜んでいた。保護者アンケートも、９８．
９％が肯定的な回答を得ることができた。

B

・低学年の昔遊びやミシンサポーターなどでの
老人クラブとの交流が喜びになった。
・もっともっと地域の人たちを活用してほしい。
・学校運営協議会との連携をもっと進めたい。

主幹教諭

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・どの評価項目についても、設定した数値目標については、ほぼ達成できている。
・特に若手の指導力向上については、ベテランと若手の交流の場や、若手研修の機会を多く設け、スキルアップにつながっている。
・今後はさらなる学力の向上とキャリア教育の充実、業務改善の工夫が必要である。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・児童アンケートの有効な活用で、保護者との連携を図り、児童の心に寄り添う支援ができてきているが、気になる行動やまだまだ支援を要する児童も多いので、今後も引き続き心の教育にあたる。

・焼き物作りや総合的な学習の時間の地域学習を通して、地域との連携が図れるようになってきた。

・学力向上の取組が、学年により一定の成果が出ているものの、まだまだ課題が残る学年もあり、引き続き、指導力の向上を図る。

２　学校教育目標 自ら気付き、人との関わりの中で自分らしさを発揮しながら課題解決に向かう子どもの育成

３　本年度の重点目標

①優しく思いやりのある子どもを育てる。

②主体的で創造性豊かな子どもを育てる。

③心身ともにたくましい子どもを育てる。

学校名 有田町立有田中部小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


